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“タンパク質分子モーター
にとって協調性とは？”

タンパク質分子モーターは化学エネルギーを使って一方向性の運動を行
う。回転モーターのF1やリニアモーターのキネシン-1は、化学反応に伴
い構造変化する部品を複数持つ。この複数の部品が協調的に順番を守っ
て化学反応と構造変化を行うことが一方向性運動に重要だと私は考えて
いたのだが、細胞質ダイニンは協調しなくても一方向に動くという。ま
たそもそも、部品が一つしかないRNAポリメラーゼといった分子モー
ターもある。では、タンパク質分子モーターにとって協調性とは何なの
か、最新の１分子計測データを紹介しつつ議論させて頂きたい。
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